
令和４年度池田市ＳＤＧｓ宣言に対する
取組実績及び今後の方向性

令和４年度SDGs宣言は、SDGsが2030年までの
達成を目標に掲げるものであることを踏まえ、これ
に向けて令和4年度の本市の姿勢と取組に関する方
針を示すために各部局が宣言するものです。

この宣言を踏まえた令和４年度の取組実績及び令和
５年度以降のSDGsに関わる課題や取組の方向性に
ついて、各部局より示されました。



令和４年度池田市ＳＤＧｓ宣言

地域住民や各種団体との協働および各種情報の収集・発信を行い、
安心・安全で魅力ある社会の実現に努めます。

市長公室

地域の特徴や課題を整理し、「まちの将来
イメージ」・「まちづくりの方向性」を明
確化することで、地域と市が協働して地域
のまちづくりに取り組むための指針とする
「地域ビジョン」を策定した。また、広報
誌やホームページ、各種ＳＮＳをメインと
した情報発信を積極的に行った。さらに、
安全・安心のために「ほっかほっか亭総本
部」と災害協定を締結し、市からの要請を
受けて、避難所において、温かい食事の提
供ができるように協力関係の構築を行った。

令和5年度以降については、策
定した「地域ビジョン」に沿っ
たまちづくりを推進する。また、
積極的な情報発信を引き続き
行っていくとともに、自主防災
組織との連携による防災訓練の
充実を図り、地域防災力の向上
に努める。

宣言を踏まえた取組実績 今後の方向性



令和４年度池田市ＳＤＧｓ宣言

池田市ＳＤＧｓ推進プラットフォームを構築することで、多様な主
体と地域課題について考え、解決につなげていきます。

総合政策部

令和５年１月に池田市ＳＤＧｓ
推進プラットフォームのキック
オフ会合を実施。SDGs経営や
パートナーシップに係る基調講
演の後、企業等をはじめとする
参加者の交流会を行い、今後の
連携・共創に向けての足掛かり
とした。

第７次池田市総合計画ではすべ
ての施策とＳＤＧｓのゴールを
紐づけており、各施策の推進と
ともにＳＤＧｓの達成に向けて
取り組んでいく。また、引き続
きプラットフォームを運用し、
ＳＤＧｓを通した多様な主体と
の連携、価値の創出をめざして
いく。

宣言を踏まえた取組実績 今後の方向性



令和４年度池田市ＳＤＧｓ宣言

ワークスタイルの多様化に対応し、奉仕者である職員自身にも幸せ
であり続けてもらうことで、行政サービスのさらなる向上をめざし
ます。

総務部

勤務時間の弾力運用を推進し、
業務と育児・介護などの家庭生
活との充実を図った。また、コ
ロナ禍における感染拡大防止だ
けでなく、時間や場所にとらわ
れない柔軟な働き方を実現する
ためにテレワークを推進した。

今後も勤務時間の弾力運用やテ
レワークを引き続き推進し、職
員のワーク・ライフ・バランス
の向上を図る。また、多様化す
るワークスタイルに対応した人
事施策を研究・検討し、職員が
生き生きと働くことができる環
境整備を進める。

宣言を踏まえた取組実績 今後の方向性



令和４年度池田市ＳＤＧｓ宣言

脱炭素社会の実現に向けた再生可能エネルギー設備の導入などの検
討や、環境学習の推進により、持続可能な社会環境を創ります。

市民活力部

環境にやさしい機器（太陽光発電設備など）設
置費補助などの既存事業を継続しながら、令和
４年度は地球温暖化防止実行計画（事務事業
編）の改定を実施し、本市の事務及び事業に
よって排出される温室効果ガスの排出抑制に、
より一層注力して取り組んだ。また、省エネ家
電の購入に係る補助事業を新規に実施し、地球
温暖化対策への意識醸成を図っている。

環境学習については、「池田市環境学習基本方
針」に基づき、行政・事業者・地域団体・市民
とのネットワークと本市の豊かな地域資源を活
用した環境学習プログラムの実施等に継続して
取り組んだ。

令和５年度では、再生可能エネル
ギーポテンシャル調査の中で、本市
の現状や課題を整理し、再生可能エ
ネルギー導入目標の設定や達成に向
けた施策を検討していく。

環境学習については、引き続き「池
田市環境学習基本方針」に基づき、
第7次総合計画や環境基本計画の目
標実現に向け、環境学習の更なる推
進を図っていく。

宣言を踏まえた取組実績 今後の方向性



令和４年度池田市ＳＤＧｓ宣言

地域における生活課題に関する相談を、多機関の協働のもとで包括
的に受け止め、支援する体制を整備します。

福祉部

次期地域福祉計画（令和5～9年
度）について、市と共に地域福
祉の両輪を担う、社会福祉協議
会の地域福祉活動推進計画を初
めて一体的に策定。包括的な支
援体制の構築に向けて、市と社
協、住民それぞれの役割や取組
を記載。

第4期地域福祉計画の普及啓発
に努め、住民の地域福祉への関
心を高めるとともに、多機関協
働による支援体制や幅広い主体
が参画するプラットフォームの
整備を進めることで、包括的な
支援体制の構築をめざす。

宣言を踏まえた取組実績 今後の方向性



令和４年度池田市ＳＤＧｓ宣言

一人一人のニーズに沿った適切な支援を行い、誰もが未来に夢と希
望をもって、健やかに生きていくことができる社会をつくります。

子ども・健康部

保健事業の推進や、地域の子育
て支援機能の充実を図り、妊
娠・出産から子育て期をはじめ、
各年齢層に応じた支援を行った。
また、新型コロナウイルスの感
染拡大防止対策を行うとともに、
生活支援として子育て世帯への
給付金の支給を行った。

保育需要に対応するため、保育
士の確保や保育施設の整備に対
する補助等を行い、保育の質の
向上と量の確保を推進する。ま
た、妊産婦や子育て世帯に向け
て、時勢に応じた利用者目線の
施策を展開する。

宣言を踏まえた取組実績 今後の方向性



令和４年度池田市ＳＤＧｓ宣言

良好な住環境形成や自然環境の保全・活用を図り、住む人・訪れる
人が回遊し、「いけだの魅力」を感じられるまちづくりを進めます。

まちづくり推進部

池田駅周辺について

エリアプラットフォームによる会議の開催運営のほ
か、せせらぎモール等の駅周辺の空間利活用に向け
た社会実験イベント「おさんぽマルシェ」の実施、
まちづくりの機運醸成に向けたシンポジウムの開催
や、未来ビジョンの策定を行った。

細河地域について

農福連携事業について、実証実験を行っていくため、
ＡＩハウス農園のテストベッドを整備し、ＡＩ等を
活用した生産、流通、販売等のシステム検討を行っ
た。

池田駅周辺について

「せせらぎモール」をはじめ、駅周辺の公園やポケット
パークなどの駅まち空間を居心地が良く歩きたくなる滞在
空間にするため、使う側のアイデアを実証する社会実験イ
ベント「おさんぽマルシェ」の開催のほか、まちづくりの
ワンストップ窓口となる仮拠点づくりを行い、まちの課題
解決に取組んでいく。

細河地域について

拠点施設整備については、引き続き検討を進めながら事業
手法の検討、コンソーシアムの中から運営事業体の組成、
法人化をめざす。あわせて、地権者との調整を行っていく。
また、次世代型農園芸の生産・流通・販売等のシステム試
行及び検証、官民連携コンソーシアムの運営などを行って
いく。

宣言を踏まえた取組実績 今後の方向性



令和４年度池田市ＳＤＧｓ宣言

五月山緑地や池田駅周辺についてグリーンインフラを推進し、『み
どりゆたかな』魅力のあるまちづくりに取り組みます。

都市整備部

グリーンインフラ活用型都市構築支援事業
を活用し、五月山緑地を含む池田駅周辺を
緑化重点地区に定め、公園緑地、街路樹及
び大雨など都市型災害に対する雨水貯留浸
透施設等の整備に加えて、民有地緑化など
も計画に位置づけ官民連携によりグリーン
インフラを整備していくことで、環境、防
災、地域振興を推進するために令和3年度
に策定した池田市グリーンインフラ推進計
画に沿って、令和５年度は五月山さくらプ
ロムナード再整備工事の実施設計を行った。

令和５年度は、五月山緑地において、さく
らプロムナード再整備工事を実施、そのな
かで老朽化した桜を植え替えなど緑を保
全・増やす取組を進める。

令和６年度以降は、五月山緑地を含む池田
駅周辺を緑化重点地区に定め、公園緑地や
街路樹などの公共公益施設の整備や民有地
緑化の推進、さらに都市型水害に備えとし
ての雨水貯留浸透施設等の整備など官民連
携により計画的にグリーンインフラ整備を
推進する。

宣言を踏まえた取組実績 今後の方向性



令和４年度池田市ＳＤＧｓ宣言

防災拠点となる施設や適正な人員確保のあり方の検討を進め、消防
体制を充実させることで、災害などに対して備えていきます。

消防本部

令和４年度において、防災拠点
の適正な人員確保のあり方を検
討し、増加する救急需要に対応
するため令和５年３月議会にお
いて救急隊１隊を増隊する目的
で、１８名職員増の定数改正を
実施した。

令和５年度以降については、老
朽化する施設の整備を早急に検
討し、課題解決に向けて取り組
んいくとともに、今後も消防体
制を充実させるための適正な人
員確保について引き続き検討を
進め、災害などに対して備える。

宣言を踏まえた取組実績 今後の方向性



令和４年度池田市ＳＤＧｓ宣言

安全な水道水、公衆衛生及び公共用水域の水質保全を確保し、健全
な水循環を実現させ、美しい水を未来へ引き継ぎます。

上下水道部

水道事業においては、施設整備
計画に基づき老朽管の更新と施
設の耐震化を進めている。下水
道事業においては、ストックマ
ネジメント計画に基づき管渠や
設備の更新及び重要幹線や施設
の耐震化を進めている。雨水管
整備については、下水道床上浸
水対策計画に基づき神田地区貯
留施設築造工事等を進めている。

今後、人口の減少が見込まれ、
収益が減少するなかで、施設の
更新、耐震化にかかる財源を確
保する必要がある。そのために
中長期的な視点で水需要の動向
を踏まえた事業運営に努めてい
く。

宣言を踏まえた取組実績 今後の方向性



令和４年度池田市ＳＤＧｓ宣言

地域の基幹病院として、誰もが安心して受診できる医療体制を維持
し、求められる医療需要に対応した診療機能の充実に努めます。

市立池田病院

かかりつけ医等との連携を推進する地域医療
支援病院に加え、豊能二次医療圏における急
性期医療を担う地域の基幹病院としての機能
を最大限維持しつつ、新型コロナウイルス感
染症の拡大・収束の波に対し、当該感染症患
者等を専用病棟に受け入れる重点医療機関と
して、軽症患者から重症患者に至るまで受け
入れを行ってきた。

また、外来診療受診後の会計処理を待たずし
ての帰宅の実現により院内滞留時間を短縮し、
副次的に新興感染症対策を図れる医療費後払
いシステムの運用開始に向け準備に着手した。

病院の役割・機能の最適化、医
師、看護師等の確保と働き方改
革、経営形態の見直し施設・設
備の最適化、経営の効率化等を
謳う経営強化プランの策定及び
その具現化に資する各種取組の
実施により、持続可能な地域医
療体制を確保する。

宣言を踏まえた取組実績 今後の方向性



令和４年度池田市ＳＤＧｓ宣言

地域の基幹病院として、誰もが安心して受診できる医療体制を維持
し、求められる医療需要に対応した診療機能の充実に努めます。

管理部

国の新型コロナウィルス感染症
対策臨時交付金を活用し、小学
校、中学校、義務教育学校の給
食内容の充実を図るとともに、
食育動画を作成し、各校へ周知
した。

また、地域で採れた野菜を給食
に使用した。

引き続き食材費が高騰している
中、市独自で小学校、中学校、
義務教育学校の給食内容の充実
を継続する。

池田市の給食をより知ってもら
うため、インスタグラムによる
発信を開始する。

宣言を踏まえた取組実績 今後の方向性



令和４年度池田市ＳＤＧｓ宣言

子どもが自らの個性や能力を伸ばし、可能性を広げながら成長でき
るよう、豊かな人間性を育む特色ある教育を提供します。

教育部

令和４年度に、専門的な知識と
経験を兼ね備えた「支援教育
チーフコーディネーター教員」
を学校に配置し、支援が必要な
児童生徒一人ひとりの教育的
ニーズに対応する支援教育環境
を整えた。

令和５年度は、池田市教育ビ
ジョンの第３期プランの最終年
度として、教育施策を推進する
とともに、宣言の内容も盛り込
んだ次期教育振興基本計画の策
定に向けて取り組んでいく。

宣言を踏まえた取組実績 今後の方向性



令和４年度池田市ＳＤＧｓ宣言

市民の代表である議員が市民の要望や意見を市政に反映できるよう、
日頃から情報・資料の収集及び提供に努め、サポートしていきます。

議会事務局

日頃から新聞記事やニュース等
から、議員に必要であると考え
られる情報を収集、蓄積し、事
務局内で共有した。

また、議会改革の検討に必要な
近隣市など他市の事例の調査や
資料を作成するとともに、課題
の対応策の提案を行った。

引き続き、アンテナを張って情
報収集に努め、事務局内で情報
共有を図る。

また、議会の要望に迅速に応え
られるように、どのような要望
が出てくるかを想定しながら業
務を進めていく。

宣言を踏まえた取組実績 今後の方向性


